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 レーザー加工において，単位時間あたりの加工量である加工スループットは，コストを決める重要

な指標である．特定の加工に対して，レーザーエネルギーをいかに分配するかがキーである．そのた

めに，光スキャナやステージの高速化とあわせて，計算機ホログラム(CGH: computer-generated 
hologram)を用いた空間光制御技術が有効である．このホログラフィックレーザー加工において，CGH
を表示する空間光変調素子(SLM: spatial light modulator)の性能が重要である． 
 本研究では，高いフレームレートを有する強誘電性液晶(FLCoS-SLM: ferroelectric liquid crystal on 
silicon SLM)を用いて，1kHz 以上のパルス間ビーム成形を実現する．本報告では，1kHz 以上の高繰り

返しのホログラフィックレーザー加工を実現する． 
 Fig. 1 は，フーリエ反復法をもとに FLCoS-SLM の面補正を考慮した 2 値 CGH の設計方法を示す．

干渉計測で得られた干渉縞画像に対して，フーリエ変換法を適用して面補正用位相画像を取得した．  
 Fig. 2 は，実験システムを示す．アルファベット「A」から「Z」を再生する 2 値 CGH を FLCoS-SLM
に繰り返し表示し，ステージを動かしながら加工を行った．この際，FLCoS-SLM からの出力信号をレ

ーザーに取り込むことでレーザー制御した．Fig. 3 は，2kHz 繰り返し速度でのホログラフィックレー

ザー加工を示す． 
 

  
   Fig.1 Design algorithm of binary CGH.        Fig. 2 Experimental system. 

 

 
Fig. 3 Holographic laser processing with the repetition of 2kHz. 
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